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１

ユニバーサルデザインの実践にあたって 

１ ユニバーサルデザインについて 

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）とは，ユニバーサル（すべての，普遍的な）とデザイ

ン（計画，設計）という２つを組み合わせた言葉で，「年齢や性別，国籍，障害の有

無等に関わらず，誰もが快適に利用できるように，建物，製品，サービス等を計画，

設計する」という考え方です。 

子どもやお年寄り，身体に障害のある人や日本語が分からない人など，あらゆ

る人を対象に，できる限り使いやすいように考えて作ることがユニバーサルデザイ

ンであり，特定の人を対象に問題解決を図るバリアフリーの概念とは異なるもので

す。  

 

ユニバーサルデザインには，以下の７つの原則があります。 

①誰にでも公平に使いやすいこと 

②多様な使用者や使用環境に対応し，自由度が高いこと 

③使い方が簡単で分かりやすいこと 

④必要な情報が効果的に伝わること 

⑤安全であること 

⑥身体的負担が少なく，楽に使用できること 

⑦アクセスや操作がしやすいスペースと大きさがあること 

 

２ ガイドラインの目的 

 ユニバーサルデザインの考え方に基づき，イベントに参加した方々に「来てよか

った，参加してよかった」と思っていただけるソフト・ハード両面の配慮のポイント

をまとめたUDイベントガイドラインを中心に，カラーユニバーサルデザインやホ

ームページ作成上の配慮等も示した県共通のガイドラインを作成することにより，

すべての人が楽しく安心して参加できるイベントやその他サービス情報分野のユ

ニバーサルデザインの普及を推進します。

３ 策定の背景 

近年，少子高齢化などの社会変化に対応するため，企業，市民団体，行政などに

おいて，「年齢や性別，国籍，障害の有無等に関わらず誰もが快適に利用しやすい

よう，まち，もの，環境等を整備する」というユニバーサルデザインの考え方を，建物

や製品といったハード面から，サービスや情報といったソフト面に至るまで，積極的

に取り入れる動きが盛んになってきています。

このような中，県では，平成１８年２月に「いばらきユニバーサルデザイン推進指

針」を策定し，その中で「ユニバーサルデザインの考え方を取り入れたイベントガイド

ラインの作成」を具体的取り組みの一つとして掲げ，「いばらきＵＤイベントガイドライ

ン」を策定しました。



今回，この「いばらきＵＤイベントガイドライン」を，より幅広い対象へ発展させるこ

とにより，ユニバーサルデザインの普及・推進を図るため，イベントだけではなく，他

のサービス・情報分野についても盛り込んだ「サービス・情報ガイドライン」として策

定することとしました。

なお，策定したガイドラインをより良いものとしていくため，今後も具体的な実践事

例を加えて改訂していくこととしています。

４ ガイドライン等の利用法

（１）「UDイベントガイドライン」

� イベントを開催するときの望ましい実施方法を示したものです。「ＵＤイベントチェ

ックリスト」（２ページ～３ページ）に沿って各チェック項目をクリアするように配慮

してください。

� 各チェック項目についての解説を「具体的配慮のポイント」に記載していますの

で，イベント企画・運営の際の参考としてください。

� イベントの対象・規模・内容等は多様なため，「具体的配慮のポイント」（４ページ

～３６ページ）のどの項目をどこまで取り入れるかは，主催者に個別に判断して

もらうこととしていますが，ある程度規模の大きいイベントの場合，「具体的対応

方法」の各項目について次を参考に検討してください。

マーク 内容

●

【必須項目】

高齢者，障害者など多様な方の参加を促進する上で重要な項目で

す。必ず取り入れるようにしてください。また，安全に関わる項目はす

べて必須項目としています。

○
【推奨項目】

できれば取り入れていただきたい項目です。

注意１ チェックリストにあげた項目は，あくまで配慮の最低基準に過ぎません。誰

もが楽しめるイベントづくりのため，よりよい取り組みを目指し，創意・工夫し

てください。



注意２ 「段差をなくす」「看板を見やすくする」といったハード面の対応は多額の支

出を伴う場合もありますし，物理的にも限界があります。最後はスタッフの

接遇などソフト面の対応が最も重要になる，ということを十分認識したうえで

このガイドラインを活用してください。

（２）「カラーユニバーサルデザイン」

� 印刷物やホームページ等での望ましい色使いについて示したものです。「カラー

ユニバーサルデザインチェックリスト」（３９ページ）に沿って各チェック項目をクリ

アするように配慮してください。また，具体事例等を記載していますので，参考と

してください。

（３）「誰にでもやさしいホームページの作成」

� ホームページで情報を発信する際の配慮についてポイントを示したものです。ホ

ームページ作成の際は，「配慮のポイント」を参考にできる限り多くの方々に情

報が届くよう配慮してください。

� なお，本項では，少しでも多くの方々にホームページ作成上での配慮の必要性

を認識していただくことを第一の目的としているため，対応方法の詳細について

は，次にあげるもの等を参照願います。

・日本工業規格（ＪＩＳ）で定められている「高齢者・障害者等設計配慮指針－

情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス－第３部：ウェブコンテン

ツ（JIS X8341-3）」

・本県広報公聴課で定める「Web アクセシビリティ指針」
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Ⅰ　UDイベントガイドライン
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１ ＵＤイベントチェックリスト

（１）会場へのアクセス編

大項目 チェック項目 チェック欄

(1) 
イベント内容に関する情報提供が効果的かつ的確になされている

か。（4 ページ） 
 

(2) 
会場までの分かりやすいアクセス情報の提供がなされているか。

（6ページ） 
 

(3) 
イベント当日のサービスについての情報提供が適切になされてい

るか。（9ページ） 
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(4) 
（１）～（３）の情報が幅広い手段で確実に提供されているか。（10 ペ

ージ） 
 

(1) 
主要駅からの公共交通機関の便（ダイヤ，本数等）は適切か。（11

ページ） 
 

(2) 
車いす利用者など，歩行に困難を伴う方にとって，通行困難な場所

（段差，狭い道等）はないか。（12 ページ） 
 

(3) 
会場までスムーズにたどり着ける分かりやすいサインや看板はあ

るか。（13 ページ） 
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(4) 
自家用車での参加者にとって駐車場の規模，利用しやすさは適切

か。（14 ページ） 
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（２）会場内編

大項目 チェック項目 チェック欄

１ 出入口 (1) 安全かつスムーズに出入りができるか。（16ページ）  

(1) 
受付・案内所は分かりやすい場所にあり，様々な方の使いやすさを考慮

して設置しているか。（17ページ） 
 

２ 受付・案

内所 
(2) 

参加者の様々な要望に，迅速・的確に対応できる体制があるか。（19ペ

ージ） 
 

３ スタッフ

の接遇 
(1) 

様々な参加者が，どのような場合に不便を感じるか事前に確認し，対応

するための具体的な取り組みをしているか。（20 ページ） 
 

(1) 
会場内の文字情報は様々な参加者に伝わるよう工夫されているか。（21

ページ） 
 

４ 情報伝

達 
(2) 

会場内の音声情報は様々な参加者に伝わるよう工夫されているか。（23

ページ） 
 

(1) 分かりやすいレイアウトになっているか。（24 ページ）  

(2) 
スムーズに移動できるよう，段差の解消等の配慮がなされているか。

（25ページ） 
 

５ 会場内

移動 

(3) 
混雑が予想される場所に，安全が確保できる十分なスペースがあるか。

（27ページ） 
 

(1) 
高齢者，障害者，子ども連れの方などが使いやすいよう配慮したトイレ

はあるか。（28ページ） 
 

６ トイレ 

(2) 
参加者数や男女の比率を考慮したトイレが配置されているか。（29ペー

ジ） 
 

７ 休憩ス

ペース 
(1) 誰でも気軽に休めるスペースが確保されているか。（30 ページ）  

(1) 
救護体制はイベントの規模，参加者の年齢等を考慮して適切なものとな

っているか。（31 ページ） 
 

８ 救護ス

ペース 
(2) 救護用の設備・備品は整っているか。（32 ページ）  

(1) 託児体制は整っているか。（33 ページ）  ９ 託児・授

乳スペー

ス (2) 託児に必要な設備，備品は整っているか。（34 ページ）  

(1) イベントの内容に応じた危険防止対策が実施されているか。（35ページ）  
１０ 緊急

時対応 
(2) 

災害等が発生した場合，参加者が安全に避難できる体制が整っている

か。（36ページ） 
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２ 具体的配慮のポイント

（１）会場へのアクセス編

１ 事前の情報提供

(1) イベント内容に関する情報提供が効果的かつ的確になされているか。

■具体的対応方法■

【効果的周知】

● 多くの人の参加を促すため，イベントの趣旨，内容，開催期間，場所などを効果的に周知

します。その際には，イベントに行けば「楽しさに出会える」「新しいことを学べる」といった

期待を抱かせるような広報が大切です。また，イベント内容に関する質問・要望に応える

ために，問い合わせ先（電話，ファックス，メールアドレス等）を明確に周知します。

【スタッフの情報共有】

● 問い合わせた際のスタッフの応対によってもイベントの印象が左右されます。特に大きな

イベントの場合は，問い合わせ先の部署のスタッフが情報を共有し，誰でも対応できるよ

うにしておくことが重要です。

【情報提供の多様性確保】

○ 点字，外国語によるイベント情報を用意するなど，あらゆる人に対応できるよう，情報提

供の多様性を確保しておくことが大切です。

【要望の事前把握】

● 会場準備の都合上，事前に参加の申し込みを受けるときは，申込書等に託児室・手話通

訳・車いす席などの配慮についての記入欄を設けて希望を把握し，適切に対応しましょ

う。（参考１）

【インターネットでの広報】

● 詳細な情報を伝える媒体としてはインターネットのホームページが有効ですが，利用する

方がその情報にたどり着きやすく工夫する必要があります。イベント情報のアドレスはで

きるだけ短くすることが望まれますが，それができない場合はトップページのどの項目を

選択すれば希望する情報にたどり着けるか，という情報も提供しましょう。（参考２）

○ 高齢者や障害のある方などにも配慮したインターネットでの広報を心がけ，次のもの等を

参考とすると良いでしょう。

�「高齢者・障害者等設計配慮指針－情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス

－第３部：ウェブコンテンツ（ＪＩＳＸ８３４１‐３）」

�本県広報公聴課で定める「Web アクセシビリティ指針」

�本書中「Ⅲ 誰にでもやさしいホームページの作成」（４３ページ）

【屋外イベントの場合】

● 当日の天候により開催が左右されます。荒天の場合の実施・中止に関する連絡方法を事

前に定めておくとともに，当日の問い合わせ先（電話，ファックス，メールアドレス等）も明

確に周知しておきましょう。
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１ 事前の情報提供

(2) 会場までの分かりやすいアクセス情報の提供がなされているか。

■具体的対応方法■

【公共交通機関利用者】

● 最寄りの公共交通機関の路線，主要駅及び会場付近の発着場所，バス運行

表，運賃・所要時間，エレベーターの有無，障害者用トイレの設置場所，点字ブ

ロック敷設状況などの情報を提供します。（参考１）

【低床式バス】

○ 近年，誰でも乗りやすい低床式バス（ノンステップバス）の普及が進んでいます

が，茨城県内では決まった時間帯に運行できるまでには普及していないのが

現状です。車いす利用者などからの問い合わせにも対応できるよう，イベント

が行われる地域の低床式バスの運行状況を把握しておきましょう。（参考２）

【シャトルバス利用者】

● 主要駅及び会場付近の発着場所，運行表，運賃（有料の場合）などの情報を

提供します。

【自家用車利用者】

● 高速道路のインターチェンジや主要道路からの進行ルート・所要時間，交通規

制・渋滞・工事等の情報，駐車場・会場周辺の道路案内などを周知します。

（参考１）案内図の例

【バス】

［県庁直行シャトルバス］

運賃：片道３５０円
○ＪＲ水戸駅南口から
約6.6km　約15～20分

○ＪＲ赤塚駅南口から
約7.2km　約20～25分

【自動車】

［常磐自動車道］

○水戸ＩＣから
約9.0km　約15分

［北関東自動車道］

○茨城町東ＩＣから
約5.0km　約10分

常
磐
自
動
車
道

日立方面

国道５０号
水戸ＩＣ

友部ＪＣＴ 茨城東ＩＣ

土浦方面

赤塚駅

サントル千波

水戸駅

酒門町

国
道
６
号

米沢高架橋

５０号バイパス

北関東自動車道

大工町

茨城県庁
（Ｐ○○○台）
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○会場のバリアフリー情報提供例

身障
者用

身障
者用

身障
者用Ｐ

スロープ（階段併設，手すり（小ホール側のみ）あり）

集会室

Ｐ Ｐ Ｐ

ド
ア

ド
ア

ド
ア

ド
ア

ド
ア

売店

管理事務室

小ホール

ドア

ス
テ

ジ

受
付

受
付

スロープ

道路

狭く，手すり
なし

階段５段，
手すり（両側）あ
り

２０ｍ程度

階段１５段，手す
りなし

段差あり

階段５段，手
すりなし

スロープ

給湯室

手すり（両側）あり

階段３段

ト
イ
レ

車いす，オスト
メイト対応，お
むつ替えスペー
スあり

車いす利用の場合の
動線

点字ブロックここだけ，
入口に音声誘導装置あり

• 身体に障害のある方も対象として情報提供する場合，ただ階段が「ある」という

ことだけでなく「○○段」など昇降の困難さが事前に想定できる内容としましょ

う。

• できる限り会場の移動に制約がないようにすることは大切ですが，無理な場合

は「そこには行けない」という情報を事前に知らせておくことも同様に重要です。
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１ 事前の情報提供

(3) イベント当日のサービスについての情報提供が適切になされているか。

■具体的対応方法■

【トイレ】

● 誰もが気軽に参加できるという点で，トイレは最も重要です。障害のある方でも

使用できるトイレの有無，場所などを周知します。

【駐車場・駐輪場】

● 駐車場・駐輪場の有無，ある場合は有料かどうかを周知します。会場の都合

上，十分な駐車場スペースが確保できない場合は，公共交通機関の利用や自

動車の乗り合わせによる来場を呼びかけます。

【子ども連れの方への配慮】

● 託児サービスやベビーカー貸し出しの有無について周知します。

【車いすの方への配慮】

● 自家用車を使用するケースが多いので，車いす利用者用駐車場の有無につい

ての周知が重要です。駅等を利用する場合は事前の連絡が必要な場合もある

ため，最寄り駅や会場の電話番号を周知します。

【聴覚障害のある方への配慮】

● 要約筆記，手話通訳，音声拡大装置（磁気ループ・赤外線補聴システム）の有

無等（62 ページ）について周知します。

【視覚障害のある方への配慮】

● 文字拡大資料，点字資料等の有無について周知します。
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２ 会場までのアクセス

(1) 主要駅からの公共交通機関の便（ダイヤ，本数等）は適切か。

■具体的対応方法■

【便の増発】

○ 予想参加者数・集中時間帯などを参考に，バス・電車等の既設路線のダイヤ

で対応可能か確認し，不足する場合には路線を運行する交通事業者と協議

し，その協力を得て，便の増発を検討します。増便にあたっては，交通事業者

側の車両や要員の確保等の課題が生じるため，イベントの趣旨等を十分に説

明し，理解を得ることが大切です。

【シャトルバスの運行】

○ 公共交通機関の便が不足する場合のもう一つの対応として，イベント主催者側

がバスをチャーターして主要駅から会場まで参加者の送迎を行うことも検討し

ます。この場合には，運行路線の始点（主要駅）と終点（会場入口付近）の両方

にバスの乗降場所と待機場所が必要になるため，これらも事前によく確認して

バス会社との協議を進めることが必要です。

【障害のある方への配慮】

● 会場までのバス路線において低床式バス（ノンステップバス）の運行を確認し，

運行している場合は利用を積極的にＰＲします。

● 低床式バスが運行していない場合やシャトルバスを運行する場合は，発着場

所にスタッフを配置し，高齢者や障害のある方などの乗降に配慮します。

○ バスの乗降場所に点字時刻表等の案内を設置する配慮も必要ですが，点字を

読める方は視覚障害のある方の約１割と少ないため，スタッフの声による説明

でも対応するようにします。

○ シャトルバスの運行のほか，リフト付き大型タクシーを活用するのも一案です。

このタクシーは，車いすのまま乗車できるリフトが付いており，車内も広めにで

きているため，誰もがゆったり乗れる構造になっています。最近は導入するタク

シー会社も増えてきているため，最寄りのタクシー会社に問い合わせてくださ

い。

（参考）シャトルバスの運行

�低床式バスはまだまだ普及していな

いのが現状です。

�このため，シャトルバスとして低床式

バスを確保することは，困難な場合

が多いです。

�この場合，バス発着場所にはスタッ

フの配置が必要となります。
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２ 会場までのアクセス

(3) 会場までスムーズにたどり着ける分かりやすいサインや看板はあるか。

■具体的対応方法■

● 動線に沿って，ポイントとなる場所へのサインの設置を検討します。（参考１）駐

車場出入口など，サインの設置のみでは混乱が予想される場所には，案内ス

タッフを配置するなど人的支援も併せて実施します。

（参考１）サイン設置場所

対象者 サイン設置場所

主要駅からの徒歩による参加者 ルート上の分かりにくい分岐点

公共交通機関やシャトルバスに

よる参加者

主要駅や会場付近での発着場所，会場付近の

到着場所から会場入口までのアプローチ

自家用車による参加者 インターや主要道路からの進入ルートの各ポイ

ント，駐車場周辺・駐車場内，駐車場から会場

入口までのアプローチ

（参考２）標準化されたサイン（ピクトグラム）

公共のサインについては標準案内用図記号１２５種類が策定され，その多くがＪＩＳ

規格化されており，国土交通省の関連団体である財団法人交通エコロジー・モビリテ

団のホームページ（http://www.ecomo.or.jp/）でデザインをダウンロードすること

きます。

案内所 情報コーナー 救護所 矢印

ィ財

がで
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改善

駐車，降雪時でも車
いす利用者用である
ことが分かるよう，看
板による表示

駐車してしまうと車い
す利用者用であるこ
とが分からない

駐車スペースの前に
も表示

趣旨説明
の看板

Ｐ Ｐ

「思いやり駐車場」マーク

ドアを大きく開けられるス
ペースを共有

改善

駐車，降雪時でも車
いす利用者用である
ことが分かるよう，看
板による表示

駐車してしまうと車い
す利用者用であるこ
とが分からない

駐車スペースの前に
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の看板

Ｐ Ｐ

「思いやり駐車場」マーク

ドアを大きく開けられるス
ペースを共有
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（２）会場内編

１ 出入口

(1) 安全かつスムーズに出入りができるか。

■具体的対応方法■

【出入口】

● 出入口はできるだけ分けるようにします。会場の都合で１か所になる場合でも，

ついたてなどで区切り，入る人・出る人の流れを分けます。

● イベントには様々な人（車いす利用者やベビーカー使用者など）が参加するた

め，十分な幅を確保します。また，有料イベントで改札口を設ける場合は，一般

用の入口と車いす利用者等の広い入口に分けると，参加者集中時の混雑が

緩和されます。

● 出入口が自動ドアでない場合，高齢者・障害者などはドアの開閉がうまくできな

いことがあります。この場合，ドアを常時開放しておくなどの工夫をしましょう。

【段差】

● 段差がある場合は，板などによる簡易スロープを設置するといった応急処置

や，スタッフを配置して車いすを持ち上げる，杖を使っている方を介助するなど

の人的支援を検討します。

● 車いすの持ち上げについては，慣れない人が扱うとかえって危険な場合もあり

ます。使用者のアドバイスをよく聞いてから必要なサポートをするようにしましょ

う。（65 ページ）

（参考）段差越え

簡単な段差越えの人的介助 会場を改修しなくても，簡易

スロープを設置することで対

応できます
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２ 受付・案内所

(2) 参加者の様々な要望に，迅速・的確に対応できる体制があるか。

■具体的対応方法■

【人的サポート】

● 手話通訳者・要約筆記者，外国語通訳者（参考），介助スタッフ，イベントガイド

など，参加者に応じて対応できるスタッフを配置します。

【車いす，ベビーカーの貸し出し】

● 長時間の歩行が困難な方のための車いす・電動カートや，乳幼児を連れた方

のためのベビーカーを貸し出します。スタッフが利用当事者でないとメンテナン

スを怠りがちになります。車いすのタイヤの空気圧など事前に不具合がないか

チェックしておきましょう。

【会場案内図・イベントパンフレットの配布】

● 会場案内には，トイレ・エレベータ等のほか，広めのトイレや多目的トイレなど，

ユニバーサルデザインに配慮した設備の場所を絵文字などで分かりやすく表

示します。

【スタッフの情報共有】

● 会場施設（トイレ，休憩所，救護室，託児，授乳室等の位置），イベント内容（催

事内容，展示内容，スケジュール等）などの点について，スタッフ全員が事前に

確認し，情報の共有化を図ります。

● 当日のイベント内容やスケジュールの変更等の情報は，随時スタッフに周知

し，参加者に誤った情報伝達がないよう留意してください。

（参考）外国語通訳ボランティア

財団法人 茨城県国際交流協会

電話 ０２９－２４１－１６１１ ファックス ０２９－２４１－７６１１
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４ 情報伝達

(1) 会場内の文字情報は様々な参加者に伝わるよう工夫されているか。

■具体的対応方法■

【見やすさへの配慮】

● 文字情報はなるべく大きくし，線が太くて均一なゴシック体を用いると見やすく

なります（参考１）。　内容は簡潔で平易な用語を用い，ピクトグラム（絵文字）な

どの図記号や写真，イラストなども活用します。

【弱視の方，高齢者】

● 文字は，大きな活字により対応します。また，展示イベントなどでは照明や採光

などにも配慮が必要です。

【全盲の方】

○ 文字のほか，絵やグラフなども分かりやすく点訳したパンフレットや展示物を準

備します。

【外国人】

○ パンフレットや展示には外国語と日本語を併記します。主に英語を併記するこ

とが多いですが，地域性などを考慮して併記する言語を検討します。（参考２）

【子ども】

● 安全に関わる事項などについては，できるだけ平易な表現，ひらがなの使用を

心掛け，読みづらい漢字にはふりがなを付けるようにします。（参考３）

【色弱者】

● 色の３元素（赤，青，緑）のうち，赤と緑の識別が困難な方の場合，注意を促す

のに用いられる赤色が見えにくいという特徴があります。この場合，赤ではなく

朱色などを用いるといった工夫で，誰でも見やすい表示が可能になります。37
ページからの「Ⅱカラーユニバーサルデザイン」を参考としてください。

（参考１）見やすい表示

【良い例】

茨城県 茨城県
【悪い例】

茨城県 茨城県 
カラフルすぎたり，字体が統一されていない・線が細いなどの表示は見づらいため，

ゴシック体で濃い背景に白抜き文字か薄い背景に黒い文字を用いるとよいでしょう。
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４ 情報伝達

(2) 会場内の音声情報は様々な参加者に伝わるよう工夫されているか。

■具体的対応方法■

【会議等での情報提供】

○ 会議等で図を利用する場合には，説明に入る前に資料について一言コメントを

述べておくと，視覚障害者だけでなく後方に着席している人にも親切です。

○ 講演などの終了後には，インターネット上でテキストデータを提供すると実施内

容の広報ができるほか，視覚障害者の場合は音声読み上げソフトを使って内

容を確認することもできます。

【聴覚障害のある方】（62 ページ）

● （手話通訳）手指などを使用する手話という言語を使って通訳することです。通

常，手話通訳者を配置することで対応し，講演会やパネルディスカッションでの

発言等を通訳します。イベントの内容について通訳者との事前打合せが重要と

なります。

● （要約筆記）音声情報を要約して文字情報に変換して伝達する方法です。

OHP やノートを使用する手書き要約と，パソコンによる要約があります。

● （筆談）受付・案内所に手話通訳者がいない場合は，スタッフが筆談で対応しま

す。このために，ボードやメモ用紙，筆記用具を用意します。筆談では，短い文

章で意味を明確にすることが大切です。

● （磁気誘導ループ・赤外線補聴システム）難聴者のために，補聴援助システム

機器を使用し，音声を拡大します。

【外国人】

○ 外国語通訳者を配置することにより対応します。文化や習慣の違いもあるた

め，イベントの内容等について通訳者との事前の打ち合わせが重要です。ま

た，状況に応じ，簡単な会話はスタッフが対応します。

（参考）手話通訳

•������������������
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•������������������
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６ トイレ

(1) 高齢者，障害者，子ども連れの方などが使いやすいよう配慮したトイレはあ

るか。

■具体的対応方法■

【多目的トイレ】

● 多目的トイレがある場合には，段差がない移動ルートを確保し，分かりやすい

案内表示（トイレの機能が分かるピクトグラム（絵文字）表示など）を付けます。

● 多目的トイレがない場合には，障害のある方にも対応した仮設トイレの設置を

検討するほか，近隣の施設や店舗等での設置状況を把握しておきます。

● 多目的トイレは男性用，女性用をそれぞれ設けることが望ましいですが，付き

添いの方が異性の場合もあるので，トイレエリアの中ではなく入口前付近に設

置するなどの配慮が必要です。多目的トイレは男性でも女性でも使用できる場

所に設けます。

【清潔への配慮】

● 体が不自由な方の場合，トイレ内で転倒したり，体を引きずって床面を移動す

ることも考えられます。床面の清掃は特に念入りに行うようにしましょう。

（参考）多目的トイレ

表示例 内部の様子

このトイレは，身体障害者・オス
トメイト・乳幼児用の施設を備え
ています
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７ 休憩スペース

(1) 誰でも気軽に休めるスペースが確保されているか。

■具体的対応方法■

【休憩場所の設置】

● 会場内の適当な位置にいくつか休憩場所を設け，ベンチや椅子，給水施設を

用意するなどして休みやすい場所にします。

【喫煙場所】

● 喫煙場所は休憩場所とは別に設けます。この配慮は，妊婦，呼吸器の弱い

方，高齢者，子どもなどの安全確保の面からも重要です。

【探しやすさへの配慮】

● 会場のどこからでも休憩場所を探しやすいように，ルートや案内の表示を設置

します。

【屋外イベントの場合】

● 季節や天候に応じ，周囲の囲いや屋根など適切な設備のある休憩場所を設置

します。強い陽射しの下で行われるイベントの場合は，参加者が日射病や脱水

症状などにならないよう，木陰やパラソル等を利用した日陰の休憩場所や水分

補給場所の確保に配慮します。

（参考）　休憩場所の設置

�まなびピアいばらき２００６の開会式会

場の様子です。

�会場内に適度な休憩スペースがない場

合は，臨時の休憩スペースを設置しまし

ょう。
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８ 救護スペース

(1) 救護体制はイベントの規模，参加者の年齢等を考慮して適切なものとなって

いるか。

■具体的対応方法■

【対象者の想定】

● 高齢者や子ども，遠方からの参加者が多かったり，早朝から参加するなどイベ

ントに関わる時間が長いと傷病者が増える可能性が高くなります。イベントの

内容に応じたスタッフの配置を検討しましょう。

【救護室】

● 救護室（又は救護スペース）を確保し，医師・看護師など医療スタッフを配置し

ます。協力体制が確立されている場合は，公立病院からの派遣を相談します。

それ以外の場合は，人材派遣会社や茨城県ナースセンター（参考）などで，イ

ベントへの看護師派遣（有料）の相談に応じてもらうことができます。

● 救護室の応急処置で対応できない重度のけが人，病人の発生に備え，最寄り

の医療機関の場所や診察時間，休日や夜間の指定医療機関を確認しておき

ます。

【関係機関との打ち合わせ】

● 事前に消防署等の関係機関と打ち合わせをして，救急車を呼んだ場合の会場

への導入ルートや救急車両の停車位置を確認します。救急車両の停車位置は

必ず確保しておきましょう。

【聴覚に障害のある方】

● 救急時に自分の症状を伝えることが困難な聴覚障害者のために，救護室に手

話通訳者が常駐していると安心です。常駐が無理な場合でも，必要なときにす

ぐ駆けつけられるよう，手話通訳者との連携を図ります。

（参考）

社団法人茨城県看護協会 茨城県ナースセンター

水戸市緑町３－５－３５ 茨城県保健衛生会館３Ｆ

電話 ０２９－２２５－８５７２  ファックス ０２９－２２６－０４９３
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９ 託児・授乳スペース

(1) 託児体制は整っているか。

■具体的対応方法■

【託児室の確保】

● 託児室（又は託児スペース）を確保し，保育士や託児ボランティアなど，託児に

ついての専門的知識を有するスタッフを配置します。

【人材確保】

● 託児サービスに必要な人材の派遣については，人材派遣業者や地域の子育

て支援団体に相談します。子育て支援団体の活動状況は市町村の子育て支

援施策担当課に問い合わせます。「子育てサポーター」や「ファミリー・サポー

ト・センター」（参考１）を活用するのも一案です。社団法人全国ベビーシッター

協会（参考２）のように，一定の自主基準を満たす会員ベビーシッター業者をイ

ンターネット上のホームページで紹介している団体もあります。

【保険】

● 託児サービスを実施する場合，保育者自身（保育士や託児ボランティア）の保

険，利用者の保険などの保険契約に加入します。ボランティア行事用保険は一

般的には各市町村社会福祉協議会が窓口となっており，県社会福祉協議会

（参考３）で取りまとめています。

（参考１）「子育てサポーター」「ファミリー・サポート・センター」

安心して子育てができるようにするため，市町村及び市町村社会福祉協議会等に

おいて，子育ての支援を必要とする方と，子育て支援を行いたい方が会員登録をし，

コーディネーターの調整のもと，有償で子育て支援活動を行います。

○実施主体…市町村（運営は市町村社会福祉協議会など）

○実施市町村数…３７市町村（平成１９年１０月１日現在）

○問い合わせ…茨城県保健福祉部子ども家庭課

          電話 ０２９－３０１－３２６１ ファックス ０２９－３０１－３２６９

市町村児童福祉担当課又は市町村社会福祉協議会

（参考２）

社団法人全国ベビーシッター協会

東京都渋谷区神宮前５－５３－１

電話 ０３－３７９７－５０２０ ファックス ０３－３７９７－５０２２

（参考３）

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

水戸市千波町１９１８ 茨城県総合福祉会館内

電話 ０２９－２４１－１１３３ ファックス ０２９－２４１－１４３４
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１０ 緊急時対応

(1) イベントの内容に応じた危険防止対策が実施されているか。

■具体的対応方法■

【衛生管理】

● 多数の人が集まる会場で食べ物が提供される場合（特に会場でスタッフ等が

盛り付けを行う場合）などは十分な注意が必要です。衛生面の取り扱いについ

てスタッフにマニュアル・研修等で周知し，手洗い場へ石鹸を設置して手洗いを

励行するなどの取り組みを徹底しましょう。

● 食品衛生等に関して保健所から必要な許可等を受けていないと，最悪の場合

イベントの開催ができなくなる可能性もあります。衛生面の取り扱いについては

必ず事前に開催地を管轄する保健所に問い合わせておくようにしましょう。

【事故防止】

● 臨時特設会場を設けて実施する野外コンサートなどの場合，スピーカーの転倒

防止など，設置物の安全性が確保されているかどうか，関係部署への届出な

ど必要な手続きが適正にされているかどうか，を確認します。

● イベント開催中の参加者の動きを想定し，危険な箇所や事態が想定される場

合には，多くのスタッフを配置し，注意を促します。

● 不測の事態が発生した時，会場内の混乱を最小限にし，二次災害が起きるこ

とのないよう，事故発生時の報告先や伝達方法をスタッフ間に周知徹底してお

くとともに，緊急時体制を明確にしておきます。（70 ページ）
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１０ 緊急時対応

(2) 災害等が発生した場合，参加者が安全に避難できる体制が整っているか。

■具体的対応方法■

【関係機関との打ち合わせ】

● 事前に会場側，関係機関（警察，消防等）と，災害時の指定避難場所，避難ル

ート，誘導方法，警備員の配置場所，消火器の設置場所を打ち合わせ，運営

マニュアルに記載します。

【スタッフとの打ち合わせ】

● イベント運営スタッフの打ち合わせを行い，マニュアル内容を確認します。災害

時には障害のある方や，高齢者，子どもの安全確保を最優先させることを，ス

タッフに周知徹底します。

【放送体制】

● 館内放送（会場内放送）など，災害発生時に伝達方法をあらかじめ決めてお

き，事前に災害発生を想定したリハーサルを実施します。

【障害のある方への対応】

● 災害時，障害のある方にも必要な情報が伝達でき，安全に非難できるよう，館

内放送，サインボードでの伝達など，スタッフの対応をあらかじめ決めておき，

各スタッフへの周知徹底を図ります。（70 ページ）
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Ⅱ　カラーユニバーサルデザイン
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１ カラーユニバーサルデザインとは

最近では，色覚情報の伝達技術が進み，多くの色を駆使して見やすく分か

りやすく情報を伝えようとする機会が増えました。例えば，案内表示板やインタ

ーネットの普及によるホームページには多くの色の文字や写真が使用されて

います。

色は誰にでも同じように見えているのでしょうか？そうではありません。色の

見え方は，人によって様々であることに留意しなければなりません。

より多くの方へ，確実に分かりやすい情報を提供するためには，多様な色

覚に配慮した「カラーユニバーサルデザイン」を取り入れる必要があります。

２ 多様な色の見え方

（１）色覚障害の現状

 先天性の色弱者　  だけでも日本人男性の５％程度いるといわれている

ほか，加齢に伴う白内障，糖尿病性網膜症など後天的な原因から，視

力低下だけでなく色の見え方の点でも日常生活に支障をきたす方が増

加しています。

 一方，印刷技術のほか，ＬＥＤ（発光ダイオード）やコンピュータ等の科学

技術の発達により，色を使って情報を伝えるケースが増えており，現代

の情報媒体において色の果たす役割はますます重要になっていますが，

色弱者の色覚を考慮せずに作成されたものがまだ多く見かけられます。

 外見で分かる身体障害等に比べると，色の感じ方の多様性は意識され

にくく対応が遅れていましたが，近年，社会に浸透しつつあります。

（２）どのように見えるのか

一般色覚者と比べ，色弱者は次のような違いで色が見えるとされていま

す。また，色のほかに文字を使用する場合では，書体によっても判読しづら

いものがあります。

 「赤」と「緑」，「水色」と「ピンク」，「黄」と「黄緑」は，ほとんど同じ色に見

えてしまい見分けをつけることが難しいです。

 「赤」がとても暗く見える傾向があり，強調のために使われた赤色が，逆

に目立たなくなってしまいます。

 グラフや案内表示に用いられている凡例や内容が色で区別されている

場合，離れたところにあると，同じ色を見つけることが難しくなります。

 太めの書体は一般的に見やすいが，太すぎるとつぶれて見えてしまい，

また，明朝系の書体は，横線を非常に細くデザインしているため，かす

れて見えると横線が消えてしまいます。

 （注）本書では，配慮されていない色使いで困る方を「色弱者」と表現しています。

（注）
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茨城 

茨城 茨城 

茨城 茨城 

茨城 茨城 

茨城 

事例１

 （改善例１）

 （改善例２）

白で縁取りをする

ことによって見や

すくなる

色弱者に見分けが

つきにくい配色

色弱者にも見分け

やすい配色を使用
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（３）フリーソフトを利用した確認作業 

色弱者による見え方の確認ができない場合は，フリーソフト（無償のソフト）を

利用し，色弱者による見え方をシュミレーションすることができます。主なもの

として次のものがあります。

＊＊＊＊色覚シュミレーションソフトの例＊＊＊＊

○ 富士通株式会社（http://jp.fujitsu.com/about/design/ud/assistance/）

・ColorDoctor 

 ・ColorSelector 

○ 東洋インキ製造株式会社 （http://www.toyoink.co.jp/ud/index.html）

・ColorFinder for UD（CFUD） 

・UDing シミュレーター 

（４）参考

【カラーユニバーサルデザインに関する相談，モニター派遣等】

ＮＰＯカラーユニバーサルデザインオーガニゼーション（CUDO/クドー）

〒１０７－００６１ 東京都港区北青山２－１１－１０－２０２

電話 ０３－５７７５－５４２０ ファックス ０３－５７７５－５４３０

Ｅメール info@cudo.jp     ホームページ http://www.cudo.jp

茨城 茨城 
使用する文字によ

り見やすくなる

道路案内標識で使

用されている色の組

み合わせ（色の統一

性）

事例２

事例３
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Ⅲ　誰にでもやさしいホームページの作成

● ホームページを作成する上での配慮について
● 基本事項
● 目が不自由な方への配慮
● 高齢者や弱視者への配慮
● 肢体不自由者への配慮
● 耳が不自由な方への配慮
● その他の配慮が必要な方への配慮
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ホームページを作成する上での配慮について

急速な少子高齢化や国際化の進行等により，社会の多様化が進んでいる

現在，誰にでもやさしい・暮らしやすい社会を目指したユニバーサルデザインの

考え方は大変重要なものとなっています。

インターネットも例外ではなく，その利用者も社会と同様に多様化してきてい

ます。このため，ホームページで情報を提供する側も，様々な利用者を想定し

てホームページを作成することが重要となってきています。

ここでは，できるだけ多くの方に不自由なくホームページの情報が伝わるよう

に，配慮すべき点をまとめました。

また，配慮するポイントは，対象となる障害ごとに記載してありますが，多く

の場合は，障害のない方にとっても，利便性の向上につながる内容です。より

多くの人に正確に分かりやすい情報を提供するため，本書を活用していただけ

ればと思います。

なお，本項では，少しでも多くの方々にホームページ作成上での配慮の必要

性を認識していただくことを第一の目的としているため，対応方法の詳細につ

いては，次にあげるもの等を参照願います。

・日本工業規格（ＪＩＳ）で定められている「高齢者・障害者等設計配慮

指針－情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス－第３部：

ウェブコンテンツ（ＪＩＳ X8341-3）」

・本県広報公聴課で定める「Web アクセシビリティ指針」
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（参考２）文書本体と見た目の装飾

文書本体

見出し（h1）

段落（p）

箇 条 書 き

（ol,li）

見た目の装飾

太字

背景

行間

左余白



－ 47 －－ 47 －

�� ������������

���������������

• �������������������������������

• ��������������

• ����������������������

• ����������������������

�������

���������������������������������

�������

���������������������������������

���������������

���������

• �����������������

����� � �� 19 � 10 � 23 �� � ���� H19.10.23�
• ��������������������

����� � 5 ������ � ���� 5kg�
• �����������������������

• ����������������������������

• ������������������������������

����������

• ��������������������������

• ��������������������������������

�����

• ��������������

• ����������������������

����� � � 1 ��� 19 � 10 � 23 �� ���������

• ��� �������������������������������

��������� PDF ��������������������

��������������������

• ���������������������� ��������������

������������ ��������������������������

��

• �������������������������������

������



－ 48 －－ 48 －

��������������

��

��

��

��

����������������

�

�

�����������������������

��������

�������������� ���������������

��� ��� �������

��� ��� �������

��� ��� �������

��� ��� �������



－ 49 －－ 49 －

 

３ 高齢者や弱視者への配慮 

（１） 高齢者・弱視者の特徴 

� 像がぼやけて小さい文字や画像等が見えにくいことがあります。

� 色の識別がつきにくいことがあります。

� 動いている文字等が見えにくいことがあります。

� まぶしくて（または暗くて）見づらいことがあります。

� 画面を拡大している場合があります。

� 見えやすい条件には個人差が大きいです。

（２）対応 

■配慮のポイント■

� 文字の大きさは，利用者が自由に変更できるよう，相対サイズで指定

しましょう。

� アイコンやボタン等は，利用者側で大きさを変更できないので，あらか

じめ大きく作成しましょう。

� アニメーションや文字のスクロールを使用する時は，その速度やスクロ

ール回数に注意しましょう。

� 画面全体の点滅はもちろんですが，画面の一部であっても無用の点

滅は避けましょう。

� 文字色と背景色はコントラスト（明度差）をつけて表示するようにしまし

ょう。また，３７ページからのカラーユニバーサルデザインにも配慮しま

しょう。（参考）

� 色の違いだけで情報を区別することは避け，文字列による説明も付け

ましょう。

（参考）文字色と背景色の明度差が少ない例

※明度差のチェックについては，

色覚シュミレーションソフト等

を利用すると良いでしょう。

（41 ページ）

明 度 差 が少 な

いため、見づら

い。
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４ 肢体不自由者への配慮 

（１）肢体不自由者の特徴 

� キーボードのみを使用する場合やマウス等の機器のみを使用する場

合があります。

� 手や身体が震えることや不自由な部分によっては，小さなアイコン等

はクリックしにくい場合があります。

� 発話が困難な場合があります。

（２）対応 

■配慮のポイント■

� マウス等の特定の入力装置のみに依存せず，少なくともキーボードだ

けの入力には対応できるようにしましょう。

� JavaScript 等によるマウスの使用を前提としている特定の技術の使

用は避けましょう。

� プルダウン形式のメニューやポップアップ形式のメニューは操作できな

い場合もあるので，代替メニューを用意するか，なるべくその機能は使

用しないようにしましょう。

� アイコン等は大きく作成し，簡単にクリックできるようにしましょう。

� 小さな画像だけにページのリンクを設定することは避け，文字列にもリ

ンクを設定するようにしましょう。
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５ 耳が不自由な方への配慮 

（１） 耳が不自由な利用者の特徴 

� 音声での情報は，内容が伝わらないことがあります。

� 手話を使える方と使えない方がいます。

� 言語を習得した後の障害では，手話を使える方は少数であると言わ

れています。

� 先天的な障害等により，言語を習得する前に聴覚を利用できなくなっ

た場合は，手話が母語となっており，難しい文字表現が分かりにくい

場合があります。

（２）対応

■配慮のポイント■

� 音声や動画で情報を提供する際は，その内容を文字列でも表示する

ようにしましょう。

� 難解な文字表現や漢字等はなるべく使用しないようにし，やむを得ず

難解な言葉を使用する時は，ふりがなや注釈等を加えましょう。

（参考）難解な言葉へのふりがな及び注釈の例 

脆弱（ぜいじゃく）（注1）

（注1）脆弱：もろくて弱いこと
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　　　Ⅳ　イベントでの取り組み事例

● 第 18回全国生涯学習フェスティバル
　　（まなびピアいばらき 2006）

● 第 20回全国健康福祉祭いばらき大会
　　（ねんりんピック茨城 2007）
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第１８回全国生涯学習フェスティバル 

（まなびピアいばらき２００６）

� 開催概要 

平成元年度から開催さている，生涯学習活動の成果発表などの場を提供すること

で，国民の生涯学習への参加を促進することを目的としたイベントです。

名称 第１８回全国生涯学習フェスティバル

愛称 まなびピアいばらき２００６

開催期間 平成１８年１０月５日（木）～１０月９日（月）

主会場 茨城県立県民文化センター・笠松運動公園

� ユニバーサルデザイン実践のポイント 

（１）様々な来場者に見やすく，情報を正確に伝えるため，見やすい案内表示を行い

ました。（写真１，２，３，４）

写真１ 標準化した矢印サインによる案

内表示

写真２ 見やすさに配慮した障害者対応

トイレの表示

写真３及び４ ゾーンごとの色分けによる見やすい案内表示
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（２）会場内を安全かつスムーズに移動できることへの配慮を実施しました。

（写真５） 

写真５ 安全のための配線の被覆

 
 

（３）様々な方への配慮としての適度な休憩場所を設置しました。（写真６） 

写真６ 適度な休憩場所の設置

 

 

（４）係員がすぐに分かるように，統一したスタッフジャンパーによる接遇体

制をとりました。（写真７） 

写真７ 統一したスタッフジャンパーでの応対
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第２０回全国健康福祉祭いばらき大会

（ねんりんピック茨城２００７）

� 開催概要 

昭和６３年から開催されている，高齢者を中心としたスポーツ，文化，健康，福祉の総合

的祭典です。

名称 第２０回全国健康福祉祭いばらき大会

愛称 ねんりんピック茨城２００７

開催期間 平成１９年１１月１０日（土）～１３日（火）

会場

総合開会式（ひたちなか市笠松運動公園）

スポーツ・文化交流大会（２５種目２１市町）

健康フェア，地域文化伝承館，美術展，音楽文化祭 等（ひたちな

か市）

総合閉会式（茨城県立県民文化センター）

 

� ユニバーサルデザイン実践のポイント 

（１）来場者の利便性向上のため，無料シャトルバスを運行しました。（写真８，９） 

写真８ 係員を配置したシャトルバス乗り

場

写真９ 駅改札付近でのシャトルバス乗

り場への案内

（２）多くの会場で開催されたため，分かりやすい案内や応対を実践しました。

（写真10，11） 

写真 10 駅改札前に設置した案内所 写真 11 来場者への丁寧な応対
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Ⅴ　参 考 資 料
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Ⅳ 参考資料

１ 高齢者への対応

（１）特性

• 障害者の６割以上が高齢者であるというデータもあり，加齢に伴う身体機能

の低下などが全般的に現れることは避けられませんが，大多数の高齢者は

元気に社会活動を行っています。

• しかし，身体の衰えなどから心理的に不安定になったり，心身のギャップから

思わぬケガをする危険があるなど，多様な方がいるため，サポートするスタッ

フとしてその特性を十分理解する必要があります。

（２）具体的対応方法

• 理解力・判断力が衰えた方もいますが，子どもの場合は成長途中のためそう

した能力が低いのに対し，高齢者の場合は一度高くなった能力が低下した

結果であり，自尊心や羞恥心は例え知的・身体的能力が衰えても残っていま

す。その点を十分理解した対応をしましょう。

（例）×…幼児語で話しかける

○…「△△様」「××さん」など一般の成人に対する呼びかけ

• 認知症の高齢者も年々増加していますが，こうした方々は記憶が断片的で

不安な世界を生きています。急がせたり，話を否定されると余計に症状が悪

化したり，混乱する傾向があるため，相手の話に合わせ，受容するようにし

ましょう。

• 相手の心身の能力を勘案したうえで，要望をよく聞き，必要最低限のサポー

トをするようにしましょう。

自尊心の尊重 認知症高齢者の理解

若年

身
体
的
能
力
等

高

老年

自尊心・羞恥心は
最後まで残る

低

一般の人の記憶

認知症の人の記憶

過去 現在
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（３）参考データ

【高齢化率】

全国 茨城県

西暦 総人口

（千人）

高齢化率

（％）

総人口

（千人）

高齢化率

（％）

1975 111,940 7.9 2,342 8.4 
2005 127,768 20.2 2,975 19.4 
2030 115,224 31.8 2,577 33.4 

出典：1975     …国勢調査（平成１２年，総務省）

     2005-2030…日本の将来推計人口（平成１９年１月，国立社会保障・人口問

題研究所）

２ 視覚障害者への対応

（１）特性

� 視覚障害者といっても全盲の方はごく一部で，障害の内容は弱視や見える

範囲が狭い視野狭窄など様々です。また，先天性の障害者と後天的に失明

した中途障害者がいますが，近年では糖尿病性網膜症により高齢になって

失明する人が増加しています。

� 普段生活している範囲であれば白杖や盲導犬を使って一人でも行動できま

すが，慣れない旅先や人の多いイベント会場などでは移動が困難なこともあ

ります。

（２）具体的対応方法

� 障害物や方向など移動に関するもののほか，読み書きなどのニーズが多く，

これらの要望に応える必要がありますが，視覚障害＝全盲，といった固定観

念を持たず，多くの弱視等の方も念頭に置いた対応を考えましょう。

� 「あっち」「こっち」では分かりません。「右」「左」「ここから狭くなります」など，

声で状況が理解できる具体的な情報を提供することが必要です。

� 視覚障害＝点字というイメージもありますが，厚生労働省の身体障害児・者

実態調査（平成１３年６月１日）によると，視覚障害者で点字を読める方は約

１割となっています。会場などに点字表示をしたからよしとするのではなく，ス

タッフの応対による部分の方が大きいことを認識しましょう。

� 声かけは重要ですが，スタッフジャンパーなどの服装が見えないため，最初
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に「スタッフの○○です」と名前を名乗るのがポイントです。また，一時その場

を離れるときは，「すぐ戻りますのでそのままお待ちください」というように，一

言かけてから移動するようにしましょう。

� 盲導犬，介助犬，聴導犬などの身体障害者補助犬は特別な訓練を受けてお

り，ペットではありません。また，身体障害者補助犬法においても様々な施設

や交通機関での受け入れが義務付けられています。これらのことを理解した

うえで応対してください。

手引きをする場合，手引き者が腕を貸して半歩前を歩きます。手

引きをする人・受ける人の二人分の幅・高さを確保しながら歩き，

狭い道は一列または横歩きになります。しかし，人によって自分

に合った誘導の型がある場合もあるので，本人に確認したうえで

柔軟に対応してください。

（３）参考データ

 【資料の点訳】

茨城県立視覚障害者福祉センター（水戸市袴塚１－４－６４）

電話 ０２９－２２１－００９８ ファックス ０２９－２２１－０２３４

３ 聴覚障害者への対応

（１）特性

� 視覚障害と同様，聴覚障害＝全く聞こえない，というイメージがありますが，

軽度の難聴者まで含めると全国で数百万人ともいわれ，障害の内容も低音

が聞こえにくい，聞こえるが正確な言葉として聴き取れない，など様々です。

� 杖や盲導犬を連れた視覚障害者，車いすを利用する肢体障害者と比べ，聴

覚障害がある方は外見上障害があることに気付きにくい特徴があり，「話し

かけたのに無視された」などの誤解を受けることがあります。

� 聴覚障害＝手話というイメージもありますが，視覚障害者で点字ができる人

が少ないのと同様，聴覚障害者で手話をコミュニケーション手段としている人

は，厚生労働省の身体障害児・者実態調査（平成１３年６月１日）によると約

１５％であり，相手の口の形を読み取って会話する口話，筆談など，コミュニ

ケーションの方法は様々です。
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（２）具体的対応方法

� 口話のできる方でも，口の形が同じで発音の違う言葉は誤解してしまう可能

性があるので注意しましょう。（「あたま」＝「さかな」，「おじいさん」＝「おにい

さん」など）

� 事故・災害など非常時の放送が聞き取れず，危険な場合があります。あらか

じめ非常時対応について十分な打ち合わせをしておきましょう。

� 簡単な手話を覚えることもコミュニケーション上

有効ですが，正確に内容のやりとりをするには

筆談が適しています。イベント会場などに簡易

筆談器を備えおくとよいでしょう。

� また，手話でなくても誰でも分かるジェスチャー

を併せて用いることでより理解しやすくなりま

す。

（３）参考データ

 【手話通訳者・要約筆記奉仕員派遣】

茨城県立聴覚障害者福祉センターやすらぎ（水戸市住吉町３４９－１）

電話 ０２９－２４８－００２９・０８７１ ファックス ０２９－２４７－１３６９

（料金）１名あたり

１時間まで ６，０００円（事務調整費１，０００円含む），以降 1 時間ごとに１，０００

円増

※ いずれも通訳者・筆記者の自宅との往復時間を含んで算定します。

手話通訳 要約筆記

一人の手話通訳者が正確性をもって業

務を行えるのは１５～２０分程度のため，

一つの講演会であっても通常３人程度

依頼し，交代で業務を実施します。

� 要約筆記も３人程度（内容によって

は６人）依頼することになります。

� 要約筆記の機材（ＯＨＰ，プロジェク

ター，パソコン等）は主催者が用意

する必要があります。
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【補聴援助システム】

項目 磁気誘導ループ 赤外線補聴システム

ジ
ー
メ
イ

マイク

補聴器
利用者

ループアンテナ

音声拡大

磁気誘導
アンプ

専用ヘッドホン 受信機

概要

床面に磁気ループを這わせて磁場

を発生させ，そのエリアに座ってい

る人の補聴器の音を拡大する

発信機を設置して音声を赤外線で

送り，専用の受信機（ヘッドホン）で

受信する

対象
テレホン回路付き補聴器を使用し

ている難聴者

音声の聞き取りにくい人

長所 屋外使用可 補聴器がなくても利用可

短所

利用は補聴器使用者に限られ，磁

気ループで囲まれたエリア内のみ

有効

必要とする人数分の受信機が必要

   ※ 磁気誘導ループについては，ペースメーカー等の機器に影響を与える可能

性がありますので，利用の際には注意を呼びかけましょう。

 【三画面映像合成装置】

� パソコンとダウンコンバータを連動することで，キーボード等により入力したリ

アルタイムの字幕のほか，話者と手話通訳者，あるいはパワーポイントの資

料等の２画面を合成した画像を簡単に表示することができます。

� 式典，講演会，授業等への貸し出しも行っています。

（貸し出しに関する問い合わせ先）

国立大学法人筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター

障害者支援研究部 教授 小林 正幸

電　　話 ０２９－８５８－９４０９

ファックス ０２９－８５８－９４１１
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第２３回国民文化祭・いばらき２００８

国民の文化活動の参加意欲に応え，文化活動の水準を高めることを目的として昭

和６１（１９８６）年度から開催されている国民の文化の祭典です。

【開催概要】

名称 第２３回国民文化祭・いばらき２００８

開催期間 平成２０年１１月１日（土）～９日（日）

会場 県内各地

主催 文化庁，茨城県，茨城県教育委員会 ほか

第４７回技能五輪全国大会及び第３１回全国障害者技能競技大会

（技能五輪・アビリンピックいばらき大会２００９）

 技能五輪は，青年技能者を対象に昭和３８年度から，アビリンピックは，障害者を対

象に昭和４７年度から開催されている技能レベルの日本一を競う大会です。

【開催概要】

名称 第４７回技能五輪全国大会及び第３１回全国障害者技能競技大会

愛称 技能五輪・アビリンピックいばらき大会２００９

開催期間
技能五輪：平成２１年１０月２３日（金）～２６日（月）

アビリンピック：平成２１年１０月３０日（金）～１１月１日（日）

会場 日立市，ひたちなか市を中心とした県北臨海地域等

主催
茨城県，日立市，ひたちなか市，中央職業能力開発協会（技能五

輪），独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構（アビリンピック）
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■本ガイドラインの策定にあたり，以下の書籍を参考にさせていただきました。

� ユニバーサルデザイン実践マニュアル～誰もが楽しく参加できるイベントづくり

（静岡県）

� だれもが参加しやすいユニバーサルデザインの考え方を活かした会議・講演

会実施ガイド（埼玉県）

� 色覚バリアフリーガイドブック（埼玉県）

� ユニバーサルデザインの理念に基づく福祉のまちづくりの推進に向けて－ユ

ニバーサルデザインガイドラインの提案－（東京都）

■本ガイドラインの策定にあたり，以下の団体をはじめとした各種団体から御協力を

いただきました。

� 社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会

� 特定非営利活動法人 カラーユニバーサルデザインオーガニゼーション

� 国立大学法人 筑波技術大学

� 特定非営利活動法人 水戸こどもの劇場

■本ガイドラインに関するお問い合わせ先

 〒３１０－８５５５ 茨城県水戸市笠原町９７８－６

 茨城県保健福祉部厚生総務課

 電話 ０２９－３０１－３１２９ ファックス ０２９－３０１－３１３９

 Ｅメール koso3@pref.ibaraki.lg.jp

茨城県のユニバーサルデザインに関する取り組みは，以下のアドレスを参照してく

ださい。

【アドレス】http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/koso/ud/

（茨城県ホームページ http://www.pref.ibaraki.jp/

→各課ホームページ「厚生総務課」を選択

→「いばらきユニバーサルデザイン」）

※ 県のユニバーサルデザイン推進指針，本ガイドライン，茨城県ひとにやさしい

まちづくり条例関連の文書がダウンロードできます。




